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出生 16 19 35人
死亡 18 14 32人
婚姻 29組

| 発行所

富山県魚津市役所
編集発行人 河瀬善一郎

(毎月 1日発行)

定価 1部 3円

魚津市荒町

小浜印刷所

五算

ー
定
例
山
議
公
で

報広市j章魚

歳

入

歳
入
に
お
い
て
は
、
市
説
で
三
億
五

千
百
六
万
円
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
は
前

年
よ
り
も
や
く
五
%
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。内

訳
は
、
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
国

の
計
画
減
税
に
よ
る
減
収
も
あ
り
、
前

年
と
同
じ
程
度
の

一
億

一
千
八
百
五
十

九
万
円
、
固
定
資
産
税

一
億
七
千
三
百

七
十
五
万
円
、
た
は
乙
泊
費
税
三
千
四

百
六
十
万
円
、
電
気
ガ
ス
税
千
七
百
四

十
万
円
、
軽
自
動
単
税
子
百
五
十

一
万

円
な
ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税

一
億
円
、

国
庫
支
出
金
二
億
六
千
八
百
六
十
五
万

円
、
県
支
出
合
七
千
八
十
万
円
、
諸
収

入

一
億
七
百
四
十
凶
万
円
、
市
偵

一
億

七
千
二
百
十
万
円
な
ど
、
十

一
億
五
千

百
九
十
七
万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。

乙
れ
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
よ

り
も
三
億
五
百
二
十
二
万
円
多
い
こ
と

に
な
り
ま
す

D

市
債
の
お
も
な
も
の
は
、
市
町
村
民

税
臨
時
減
税
補
て
ん
悩
四
千
二
百
八
十
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万
円
、街
路
事
業
債
三
千
万
円
、都
市
計

画
事
業
債
二
千
九
百
万
円
、
西
布
施
小

学
校
改
築
事
業
債
二
千
百
万
円
、
鉄
道

尚
架
事
業
地
元
負
担
金
千
三
百
万
円
、

巾
庁
舎
建
設
事
業
債
一
千
万
円
、
松
倉

保
育
所
建
設
事
業
債
七
百
万
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お 百
も九政

土 な十 1'J:l1
も七予
の万算

木 は九の
次千総
の円傾

費ととは
お な 、

日士 ;出
し{怠
た五
が千

蛇
出
・
天
神
野
新
線
ほ
か
九
路
線
の

市
道
改
良
工
事
に
五
百
七
十
五
万
円
、

本
江
総
な
ど
市
道
釧
装
工
事
や
局
部
改

良
に
凶
百
九
万
円
、
市
道
補
修
費
凶
百

五
十
万
円
な
ど
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

〈
住
宅
〉
漁
民
の
住
宅
を
緩
和
す
る

た
め
、
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
て
の
漁

民
住
宅
十
八
戸

(
一一
戸
は
や
く
三
十
九

平
方
メ
ー
ト
ル
')
の
建
設
に
千
六
百
三

十
九
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

八
都
市
計
画

V

国
鉄
魚
津
駅
前
の
都

円
市
計
画
事
業
は
第
四
年
度
を
迎
え
ま
す

が
、
乙
と
し
は
、
街
路
の
築
造
七
路
線

建
物
の
移
転
な
ど
に
八
千
七
百
六
十
九

万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か、

港
町
公
闘
を
整
備
す
る

た
め
百
六
十
六
万
円
、
ゃ
く
五
千
平
方

メ
i
ト
W
の
宮
津
公
園
墓
地
造
成
費
四

百
五
十
万
円
、
火
災
復
興
区
域
内
の
保

留
地
処
分
貨
に
よ
る
道
路
舗
装
ム
事
に

五
百
万
円
な
ど
計
上
さ
れ
ま
し
た。

八
高
架
橋
建
設

V

こ
と
し
は
地
鉄
線

の
高
架
化
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
市
の
負
担
金

一
億
二
百
九

十
六
万
円
、
受
益
者
負
担
金
千
三
百
五

十
八
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た。

総

務

費

市
庁
舎
の
建
設
が
三
か
年
計
画
で
始

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

今
年
度
は
一

億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た。

教

育

費

昨
年
執
行
す
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ

た
商
布
施
小
学
校
の
改
築
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
l
小
二
階
建
て
の
校
舎
、
の
ベ

千
五
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
三
千
八

百
七
十
九
万
円
の
費
用
で
、

普
通
教
室

八
、
特
別
教
室
三
、
職
員
室
、
給
食
室

…
案
~

…
滋
一

}
，危

~
も

~
…M
E民
健
康
保
険

l

i

条
例
の
一
部
改
正

い
ま
ま
で
助
産
費
、
葬
祭
賀
と
し
て

千
五
百
円
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
千
円
に
増
額
さ

れ
、
ま
た
、
新
た
に
被
保
険
者
が
出
産

し
た
と
き
、
育
児
手
当
金
と
し
て
、
出

産
の
日
か
ら
六
か
用
問
、
月
四
百
円
が

支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
で
は
、
目
的
税
と
し
て
鉱

泉
浴
場
の
入
湯
客
に
入
湯
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
で
も
、
4
月
1
日
か
ら
入
湯

ほ
か
が
建
設
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。
ま
た
、
普
通
教
室
が
不
足
し
て
い
る

加
積
小
学
校
の
増
築
工
事
費
三
百
三
十

万
円
(
三
教
室
)
が
見
込
ま
れ
ま
し
た。

そ
の
ほ
か
経
団
小
学
校
と
併
設
さ
れ

て
い
る
経
団
幼
稚
園
の
園
舎
の
新
築
費

(
鉄
骨
造
ヰ
家
建
て
、
の
ベ
百
八
十
平

方
メ
ー
ト
ル
)
に
三
百
九
十
万
円
、
村

木
小
学
校
の
二
十
五
メ
ー
ト
ル
プ
l

w

建
設
費
五
百
万
円
な
ど
が
計
よ
さ
れ
ま

し
た
。農

林

水

産

業

費

農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
袋
地
区

の
ほ
場
整
備
二
十
四
へ
ク
タ

i
wに
二

千
二
百
七
十
万
円
、
共
同
乾
鋲
施
設
一

千
八
十
万
円
、
大
型
農
機
具
設
置
に
二
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農
業
共
済
事
業
を
巾
か
巡
営

条

例

。〉

4fd

山疋

な

昭
如
引
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
3
月
定
例
市
議
会
は
、
3
月

日
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
三
日
間
と
定
め
、
ま
ず
上
程
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
市
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
は
目
、
日
日
は
、

一
般
質
問
、
代
表
質
問
が
あ
り
、
そ
の

あ
と
、
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
は
、
口
日
か
ら
初
日
ま
で
続
け
ら
れ、

m日
ひ
ら
か

れ
た
市
議
会
に
お
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
経
過
な
ら
び

に
結
果
に
つ
い
て
、
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
討
論
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
二
十
七
議
案
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま

し

た
。ま

た
、

黒
部
厚
生
病
院
市
町
組
合
議
会
議
員
に
、
中
島
政
一

氏、

吉
井
正
男
氏
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員

(学
識
経
験
者
)
仁
伊
東
清
一
氏
(
七
十
三
才
、
六
郎
丸
)
が
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一一tu 

$4F 
・りあの算予一一

4
よ千

百
余
万

二
十
七

議

案

を

可

決
l

ど

客
一

人

一
日
に
つ
い
て
二
十
円
あ
て
入

湯
税
を
課
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
税
は
、

環
境
衛
生

施
設
、
観
先
施
設
を
整
備
す
る
費
用
に

あ
て
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
場
銭
致
条
例
の
改
正

昭
和
却
年
に
工
場
誘
致
条
例
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
の
変
動
が

激
し
く
、
現
行
規
定
で
は
大
き
な
効
果

を
期
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
実

情
に
あ
う
よ
う
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
お
も
な
も
の
は
、
対
象
誘
致
工

場
と
し
て
、

新
た
に
中
小
企
業
の
集
団

百
九
十
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ

ま
し

た
。ま

た
黒
谷
、
小
川
寺
な
ど
七
路
線
の

民
有
林
開
発
林
道
を
つ
く
る
た
め
に
一

千
六
百
八
十
万
円
、
地
域
開
発
に
あ
わ

せ
島
尻
、
臨
熊
を
結
ぶ
や
く
十
キ
ロ
の

農
免
道
路
の
新
設
に
九
百

六
十
五
万

円
、
果
樹
分
譲
敷
地
買
収
な
ど
二
百
七

十
万
円
、
家
畜
山
場
賞
二
百

十

五

万

円
、
そ
の
ほ
か
巾
単
土
地
改
良
事
業
に

九
百
六
十
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た。

水
産
貨
で
は
漁
業
の
近
代

ι促
進
の

た
め
漁
短
、
無
線
設
置
助
成
や
浅
海
培

殖
事
業
貨
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

民

生

費

社
会
備
祉
や
児
・
藍
禍
祉
、
止
落
保
護

な
ど
に
必
裂
な
経
演
と
、
松
倉
保
育
所

土木?を
之僧q

困層支出金

一z慢ι86$方向

~ 

化
、
共
同
施
設
の
設
置
を
加
え
、
奨
励

措
置
の
基
準
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

魚
津
市
農
業
共
済
組
合
が
行
な
っ
て

い
た
以
来
共
済
事
業
は
、
4
月
1
日
か

ら
市
で
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の

職
員
十
三
名
の
定
数
化
と
、

昨
年
十
月

家
畜
診
療
所
設
置
に
よ
る
職
員
三
名
、

ご
み
集
め
清
掃
夫
四
名
、
あ
わ
せ
て
二

十
名
が
定
数
化
さ
れ
ま
し
た。

農
業
共
済
条
例
の
段
定

市
で
円
以
業
共
済
事
業
を
す
す
め
る
に

あ
た
り
、
炭
業
者
の
不
慮
の
事
故
に
よ

る
損
失
を
補
て
ん
し
、
そ
の
安
定
を
は

か
る
た
め
、
問
凶
作
物
共
済
、
家
畜
共
済

に
つ
い
て
条
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

給
水
条
例
の
一
部
改
正

上
水
道
会
計
の
健
全
財
政
の
確
立
を

は
か
る
た
め
、
使
用
料
が
改
正
さ
れ
ま

の
新
設
費

一
千
九
十
五
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

災

害

復

旧

費

羽

t
必
年
度
水
害
に
よ
る
土
木
災
害

と
し
て
、

道
路
、
河
川、

橋
の
復
旧
費

千
五
百
七
万
円
、
ま
た
、
犯

i
A
W
年
度

水
害
に
よ
る
農
林
災
害
と
し
て
、

農
地

や
農
業
用
雌
設
の
復
旧
に
千
九
百
九
十

万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

労

働

費

失
対
事
業
費
が
お
も
な
も
の
で
、
こ

と
し
は
道
路
の
新
設
、
補
修
や
清
掃
の

仕
事
を
す
る
た
め
に
三
千
五
百
万
円
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

衛

生

費

保
健
衛
生
と
清
掃
関
係
の
費
用
で
、

ご
み
集
め
自
動
車
購
入
賞
百
六
十
五
万

円
、
下
水
道
会
計

へ
の
繰
り
出
し
金
二

百
八
十
三
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
四
百
六
十
六
万

・

E

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

咽
薗

鴻

防

費

圃

・

消
防
車
の
更
新
を
は
か
る
た
め
ジ
l

司
副

ヅ
型
消
防
自
動
車
一
台
を
二
百
万
円
で

圃
・

購
入
す
る
ほ
か
、
へ
き
地
の
防
火
対
策

・
圃

と
し
て
貯
水
糟
二
基
、
小
型
動
力
ポ
ン

闘
幽

プ
三
台
を
百
五
十
万
円
で
そ
な
え
る
こ

.

.

 

と
に
な
り
ま
し
た
。

圏
直

商

工

費

国

司

中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
対
策
と
し

川

校

下

て
預
託
金
を
七
百
万
円
計
上
し
、
貸
し

川

付
け
わ
く
の
増
額
が
は
か
ら
れ
ま
し
た

川

ま
た
、
県
工
業
奨
励
要
綱
に
も
と
ず
く

川

道
路
舗
装
質
二
百
二
十
万
円
、
機
械
セ

川

ン
タ
1
1
場
川
地
組
合
助
成
金
五
百
万

川

円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険
事
業

事
業
勘
定
予
算
額
は
一
億
三
千
三
百

川

九
十

一
万
円
で
、
歳
出
の
お
も
な
も
の

川

し
た
。
(
改
正
料
金
は
二
酎
に
掲
載
)

初
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

"

あ
わ
せ
て
八
千
九
百
二
十
八
万
六
千

川

円
が
追
加
さ
れ
、
乙
れ
で
幼
年
度
の
予

川

算
総
額
は
、
十
憾
三
千
百
四
十
四
万
円

川

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
市
税
千
百
七
十
二
万
円

川

寄
付
金
五
百
五
十
万
円
、
諸
収
入
六
千

川

万
円
、
市
川
出
六
百
九
十
万
円
な
ど
見
込

山

ま
れ
ま
し
た
。

川

歳
出
で
は
、
魚
津
高
等
技
能
学
校
用

州

地
買
収
に
五
百
九
十
七
万
円
、
杉
野
ク

川

リ
l
ナ
l
、
大
愛
メ
リ
ヤ
ス
産
業
の
助

川

成
金
六
百
二
十
三
万
円
、
魚
津
駅
貨
物

川

ヤ
l
ド
用
地
買
収
資
千
三
百
万
円
、
古

川

路
熊
田
方
町
線
な
ど
道
路
改
良
、
舗
装

川

工
事
負
担
金
六
百
八
十
三
万
円
、

高
架

川

橋
建
設
地
元
負
担
金
千
百
六
十
万
円
、

B

工
業
高
校
用
地
買
収
資
一
千
万
円
な
ど

川

が
計
上
さ
れ
ま
し
た。

剛 は
保
険
給
付
費
で

一
億
一
千
五
百
七
十

一
万
円
、
そ
の
ほ
か、

予
防
衛
生
、
健

康
診
断
、
寄
生
虫
検
査
な
ど
に
も
力
を

い
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

昭
和
必
年
1
弓
か
ら
被
保
険
者
全
員
の

七
割
給
付
が
実
施
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、

保
険
税
五
千
七
百
四
十

一
万
円
、
国
庫
支
出
金
七
千
十
一
万
円

一
般
会
計
よ
り
の
繰
入
金
四
百
六
十
六

万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

上

水

道

事

業

予
算
額
は
六
千
三
百
三
十
五
万
円
で

歳
出
で
は
、
間
利
鈎
年
度
よ
り
計
画
し

た
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
、
こ
と

し
は
、
漏
水
の
は
な
は
だ
し
い
印
田
、

袋
聞
の
送
水
管
の
取
り
替
え
工
事
や、

西
魚
津
駅
前
ほ
か
五
か
所
の
配
水
管
新

設
工
事
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
才
朱
満
@

結

核

予

防

篠

種

六
才
未
満
の
お
子
さ
ん
(
昭

和
お
年
4
月
2
日
か
ら
必
年
ロ

円
出
日
ま
で
の
出
生
者
)
を
対

象
仁
、
ツ
ベ
戸
ク
リ
ン
反
応
注

射
と
B
C
G
接
種
を
次
の
よ
う

に
行
な
い
ま
す
。

ツ
ミ

ル
タ

リ

B
O
G

Y
注

射

日

祭

橿
臼

A
匂
同
月

A
吟
臼
川

上
中
島

お
日

幻
自

小

学

校

主
野
方

mm
日

お
日

小

学

校

R
d
白
川

R
d
飼
川

片

貝

4
日

6
日

分

校

受
付
時
間
は
午
後
1
時
1
2
時
ま
で

種

痘

該
当
者
は
、
昭
和
刊
年
1
月
1
日

か
ら
刊
年
ロ
月
別
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
も
の
、
昨
年
受
け
な
か
っ
た
も

の
、
小
学
校

一
年
生
で
昨
年
受
け
な

か
っ
た
も
の
で
す
。

校

下

接

種

目

検

診

日

場

所

A

苛

厨

川

A

マ

関

川

片

貝

8
日

時
日

連

絡

所

加

積

8
日

時
日

公

民

館

上
野
方

8
日

時
日

農

協

本

江

8
日

時

日

公

民

館

大

町

8
日

目
日

小
学
校

松

倉

ロ
日

目
日

連

絡

所

上
中
島

ロ
日

目
日

連

絡

所

住

吉

ロ
日

目
日

公

民

館

村

木

ロ
日

目
日

小

学

校

四
布
施

U
日

幻
日

小

学

校

天

神

U
日

幻
日

小

学

校

経

回

M
日

幻
日

小

学

校

道

下

U
日

幻
日

小
学
校

全

市

沼
田

お
日

市

役

所

受
付
時
間
は
午
後
1
時

l
2
時
ま
で

場
所

の

登

録

と

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
4
年
度
の
犬
の
登
録
と
第
一

回
狂
犬
病
予
防
注
射
は
次
の
よ
う
に

犬

歳
入
で
は
、
水
道
会
計
の
健
全
維
持

を
は
か
る
た
め
使
用
料
を
改
訂
し
、
そ

の
料
金
三
千
三
百
七
十
万
円
の
ほ
か
、

工
事
収
入
四
百
五
十
万
円
、

事
業
債
二

千
万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

農

業

共

済

事

業

予
算
は
、
農
作
物
、
家
畜
共
済
、
業

務
勘
定
に
区
分
し
、
農
作
物
共
済
勘
定

で
は
水
稲
共
済
だ
け
と
し
、

二
千
五
百

七
十
四
万
円
、
家
音
共
済
勘
定
で
は
、

家
畜
の
死
腐
病
傷
共
済
と
し
、

総
額
四

百
五
十
二
万
円
、
業
務
勘
定
で

は、

総
額
千
六
十
八
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
予
算
額
は

下
水
道
事
業
三
百
七
十
八
万
円
、
簡
易

水
道
事
業
六
十

一
興
三
千
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

行
な
い
ま
す
ο

生
後
九
十

一
日
以
上

の
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
近

く
の
場
所
で
登
録
と
注
射
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、

犬
に
な
れ
た
人
が
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

・
料
金
は
、
登
録
手
数
料
三
百
円
、

注
射
料
二
百
円
、
注
射
済
票
交
付

手
数
料
三
十
円
で
す
。

。
場

所

と

日

時

マ
西
布
施
連
絡
所

H
4
日
午
前
叩
時

t
日
時
マ
天
神
小
学
校

H
4
日
ロ

時

i
午
後
1
時

マ
経
団
連
絡
所

H
5
日
午
前
叩
時

i

u時

マ
日
カ
青
島
社
宅

H
5
日
午

後
1
時

i
3
時

マ
片
貝
連
絡
所

H
6
日
午
前
9
時
i

m時
マ
加
積
公
民
館

H
6
日
午
前

日
時
i
ロ
時

マ

江

u、
江
幡
三
次

宅
H
H
6

日
午
後
1
時

t
2時

マ
上
中
島
連
絡
所

H
7
日
午
前
9
時

i
m
附

マ
松
倉
連
絡
所

H
7
日
午

前
日
時
l
u
時
℃
北
山
鉱
泉
池
上

旅
館

H
7
日
午
後
l
時
却
分
i
3
時

マ
上
村
木
公
民
館

H
8
日
午
前
四
時

i
u
時
マ
村
木
小
学
校

H
8
日
午

後
1
時

i
3
時

マ
上
野
方
連
絡
所

H
H
日
午
前
9
時

t
m時
マ

住

吉
小
学
校
日
日
日
午

前
日
時

l
u
時
マ
魚
津
保
健
所
リ

日
日
午
後
1
時

t
3時

マ
魚
津
市
役
所

H
M
日
午
前
日
時

l

午
後
3
時

0
・・・
・・・・
・・.....
...•••.

.•.•

.••
• 
・・・・・・・

0

…

固

定

資

産

税

第

一

期

…
軽
自
動
車
税

納
期
は
4
月
初
日
で
す

…
マ
税
金
は
期
限
内
に
納
め
ま
し

…

ょ
う
。

…

…
マ
滞
納
に
な
る
と
、
督
促
手
数

…

料
や
延
滞
金
が
か

か
り
ま

…

ド

1

0

・

j

・

0
・
.•......•..................... 

・・・・・
0
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水
道
料
金
は
、

4

月
の
使
用
水
量
か
ら

改
訂
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

上
水
道
事
業
会
計

は
、
昭
和
鈍
年
に
決

め
ら
れ
た
水
道
料
金

で
、
現
在
ま
で
水
道

事
業
の
独
立
採
算
を

実

施

し

て

き

ま

し

た
。
し
か
し
施
設
の

老
朽
に
よ
る
補
修
費

の
増
大
や
、
人
件
費

建
設
資
材
費
、
そ
の

ほ
か
諸
物
価
の
高
騰

に
よ
っ
て
、
近
年
と

く
に
水
道
財
政
が
悪

く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
の
財

政
状
態
を
統
け
ま
す
と
、
水
道
利
用
者

の
み
な
さ
ん
の
負
担
は
、
さ
ら
に
ふ
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
諸

物
価
や
市
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
考

え
な
が
ら
も
、
や
む
を
得
ず
値
上
げ
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

ご
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
絡
別
の
ご

理
解
と
こ
れ
に
対
す
る
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
ん
ど
改
正
に
な
っ
た

一
般
家
庭
用

料
金
を
み
ま
す
と
、
一
か
月
十
立
万
メ

ー
ト
ル
の
使
用
の
ご
家
庭
で
は
、
基
本

料
金
二
百
八
十
円
、

量
水
器
使
用
料
五

十
円
と
、
あ
わ
せ
て
三
百
三
十
円
に
な

り
、
改
正
前
よ
り
十
円
高

く

な

り

ま

す
。
し
か
し
、
超
過
料
金
は

一
立
方
メ

水道料金を改訂
ら実施-

(昭和27年-9'月間)
第3;種郵便物認可/

台、- 4 )J 

報広市津

農

林

課

を

廃

止

し ー
ト
ル
あ
た
り
二
十
円
か
ら
三
十
三
円

に
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

改
正
料
金
は
次
の
と
お
り
。

一米金
一円
3

3

3

3

1

1

1

一

一方
料

一
広

ま

訓

示

即

山

町

山

町

小

山

一立
過

一

一
1
趨

一

一
、庄

一円
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U

一
ぷ
Z

一

口O
n
u
n
u
n
u
n
U
R
u
n
δ

一
一

円L
q
o
q
o
o
o
o
o
p
o
n
L

新
一料

一

L

L

一
本

一で
0

0

0

0

0

o

o

-

-
t唱
i
唱

i
噌

i
n
u
n
u
n
L
噌

i

一

一山小

唱EA

噌，A

一
基

一抗

一米金
一円

)

2

2

2

3

7

一h
料
一

到

2

U

U

日

:

一立
過
一

一
1
超

一

一-
A

比
一円

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

一
4
一

8

4

0

0

0

0

一
一

円4
4

q
4
4

q
O
R
u
q
o

門口

一

一

ー
一
料

一

一
本

一T

3

0

0

0

0

0

一
一
ψo

'
l
q
L
n
u
n
u
q
o
q
o

一

一山小

噌'4
唱EA

一
基

一抗一
用

校

用

用

用

水

栓

途

一

尚

子

合

一一
挺

署

業

業

屋

料

水

一
家

臨

営

工

湯

一

散

用

マ
量
水
器
使
用
料
(
)
は
旧
料
金

口
径
回
ミ
リ
H
五
十
円
(
四
十
円
)

時
ミ
リ
H
五
十
五
円
(
四
十
五
円
)

却
ミ
リ
リ
六
十
円
(
五
十
円
)

お
ミ
リ
H
七
十
円

(
六
十
円
)

組
ミ
リ
H
二
百
円
(
百
五
十
円
)

日
ミ
リ
H
三
百
五
十
円

(
三
百
円
)

万
ミ
リ
日
五
百
円
(
四
百
円
)

∞
ミ
リ
日
六
百
円
(
五
百
円
)

魚

農
政
課
と
農
林
土
木
課
に

昭和41年 4月 1日発行

水
稲
が
風
水
害
、
干
害
、
雪
害
な
ど

気
象
上
の
原
因
に
よ
っ
て
お
き
た
災
害

ゃ
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
を
受
け
た

と
き
、
ま
た
、
家
畜
が
死
亡
、

隣
用
疾

病
、
傷
害
な
ど
の
場
合
の
損
害
に
備
え

る
た
め
の
農
業
災
害
補
償
制
度
は
、
い

ま
ま
で
魚
津
市
農
業
共
済
組
合
が
行
な

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
後
い
っ
そ
う

の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
市
が
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
た
め
運
営
の
基
本
と
な
る
条
例

や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
市

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
の
で
、

4
月

一

1
日
か
ら
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
て
い

一

ま
す
。

一

と
れ
に
と
も
な
っ
て
、
い
ま
ま
で
の

一

農
林
課
が
廃
止
さ
れ
、
農
政
課
と
農
林

土
木
課
の
こ
課
を
設
け
て
、
次
の
よ

な
係
が
お
か
れ
ま
す
。

農
政
課
H
農
務
係
共
済
管
理
係

共
済
業
務
係

1
慎
林
土
床
課
H
管
理
係

林
務
係

(第236号〉

耕
地
係

農
政
課
は
、
こ
ん
ど
市
が
行
な
う
乙

と
に
な
っ
た
農
業
共
済
事
業
の
仕
事
と

農
林
課
庶
務
係
で
や
っ
て
い
た
農
業
委

員
会
、
農
業
構
造
改
善
、
畜
産
振
興
、

産
米
改
良
、
農
業
団
体
助
成
に
関
す
る

仕
事
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

農
林
土
木
課
は
、
耕
地
、
林
務
な
ど

の
仕
事
を
し
ま
す
。

な
お
、
農
林
土
木
課
は
、
い
ま
ま
で

の
農
林
課
(
本
庁
別
館
二
階
)
で
、
農

政
課
は
農
業
セ
ン
タ
ー
内
で
事
務
を
と

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
も
き
わ
め
て
.
恐
く

な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
飲
酒
運
転

は
、
非
常
に
危
険
度
が
高
く
、
し
か

も
大
き
な
事
故
に
常
に
直
結
し
て
い

ま
す
。4

月
は
花
見
な
ど
酒
に
接
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
刊

H

飲
酒
運
転
を
ゼ
ロ
に
H

叩
!
"
日
ま
で
県
民
運
動

日
か
ら
四
日
ま
で
を
飲
酒
運
転
を
ゼ

ロ
に
す
る
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
D

乙
の
期
間
中

は
柄
を
飲
ん
だ
と
き
車
を
運
転
し
な

い

・
車
を
運
転
す
る
人
に
は
酒
を

飲
ま
せ
な
い

・
酒
を
飲
ん
だ
人
に

は
車
を
運
転
さ
せ
な
い
、
な
ど
事
故

防
止
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

火

災

復

興

区

域

内

の

保

留

市
で
は
昭
和
泊
年
の
大
火
で
焼
失
し

た
区
域
の
区
画
整
理
事
業
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
乙
の
事
業
で
ま
だ
保
留

地
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
う
ち
、
次
の

画
地
を
競
争
入
札
に
よ
っ
て
処
分
す
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
ん
ど
処
分
さ
れ
る
の
は
、
ゃ
く
二

千
百
平
方
メ
ー
ト
ル
'
(六

百

三

十

六

坪
)
で
、
こ
れ
ら
の
処
分
金
は
、
区
域

地

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

ー
新
入
学
期
を
む
か
え
事
故
防
止
運
動
|

行
楽
則
を
迎
え
る
4
月
は
、
交
通
量

が
ふ
え
る
の
と
、
と
か
く
こ
の
こ
ろ
に

み
ら
れ
が
ち
な
気
分
的
な
ゆ
る
み
と
が

重
な
っ
て
、
例
年
、
上
半
期
の
う
ち
で

も
っ
と
も
多
く
交
品
事
故
が
起
っ
て
い

ま
す
。

と
く
に
、
交
通
知
識
を
十
分
に
身
に

つ
け
て
い
な
い
こ
ど
も
た
ち
が
、
新
入

学
期
を
迎
え
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
た
ち

を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
、
幼
い
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
め
、
4
月

I
H
か
ら
一

か
月

聞
は
県
下
い
っ
せ
い
に

「
こ
ど
も
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
運
動
」
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
乙
の
鹿
間
中
は
、
ζ

ど
も
を
も

を

処

分

内
の
公
閣
の
造
成
や
道
路
舗
装
な
ど
に

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
札
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

4
月
初

日
ま
で
、
入
札
申
込
書
を
都
市
計
画
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
の
で
き
る
人

火
災
復
興
区
画
整
理
地
区
内
に
住
ん

で
い
る
人
を
優
先
と
し
、
申
込
者
が

居
住
地
ま
た
は
使
用
地
と
す
る
人
。
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ぬ
ω田
川
丸
一
払
え
略
図

)は坪数

ム
入
札
の
方
法

入
札
の
日
時
や
場
所
な
ど
は
、
受
付

期
間
終
了
後
、
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
に
指
定
さ
れ
た
人
に
直
接
通
知
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

マ
入
札
希
望
者
♂
受
付
期
間

4
月
5
日
か
ら
i
4
月
初
日
ま
で

く
わ
し
い
と
と
は
都
市
計
画
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

× 

× 

× 

市
で
は
、
住
宅
対
策
の
一
つ
と
し
て

六
郎
丸
地
内
に
宅
地
造
成
工
事
を
す
す

め
て
い
ま
し
た
が
、
ゃ
く

一
万
一
千
平

方
メ
ー
ト
ル
'の
整
地
工
事
が
近
く
完
了

し
ま
す
の
で
、
乙
の
分
譲
希
望
者
を
次

の
よ
う
に
募
集
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た。
分
譲
宅
地
は
、

当
初
計
画
よ
り
一
部

寄

付

変
更
に
な
り
、
十
九
区
画
と
な
り
ま
し
一
万
円
吉
島
富
居
幸
一

た。

一
区
画
は
二
百

t
二
百
七
十
平

方

(

亡

父
庄
作
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

メ
ー
ト
ル
(
や
く
六
十

i
八

十

坪

)

で

二

千

円

金

屋

町

斉

藤

政

男

三
、
三
平
方
メ
ー
ト

ル

(
一
坪
)

あ

た

千

二
百
円

上

村

木

稲

見

行

因

八
百

円

馬

出

町

東

城

邦

子

り
の
側
絡
は
、
五
千
三
百
月
の
も
の
十

区
画
、
四
千
八
百
円
の
も
の
九
区
画
と
一

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

-
ー

な
っ
て
い
ま
す
。

一

乙
の
分
譲
地
は
、
勤
労
者
住
宅
の
隣

一

火

の

元

に

ご

接
地
に
あ
り
、
付
近
に
は
労
災
病
院
、

一

加
積
小
学
校
、
農
協
支
所
な
ど
が
あ
り

一

7
日

ま

で

春
の

火

災

予

防

運

動

比
較
的
交
通
の
便
も
よ
く
、
静
か
な
住

一

宅
地
で
す
口

一

3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
、
季
節
風
と
、
八
十
万
円
の
貴
重
な
家
屋
、
財
産

V
分
譲
条
件

一
の
た
め
、
極
端
に
湿
度
が
低
く
な
り
、
が

一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
な
っ
た
勘
定
に

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

一
空
気
の
乾
燥
し
た
日
が
突
発
的
に
現
わ
な
り
ま
す
。

す
る
も
の

一
れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
う
し
た
春
時
特
ま
た
、
火
災
の
発
生
原
因
を
み
ま
す

・
分
譲
代
金
は

一
年
以
内
に
納
入
で
き

一
有
の
気
象
条
件
が
大
き
く
わ
ざ

わ

い

し

と
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
乙
ん
ろ
、

る
も
の

一
て
、
火
災
が
お
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
取
灰
、
プ
ロ
パ
ン
な
ど
の
取
り
扱
い
不

・
宅
地
購
入
後
二
年
以
内
に
住
宅
を
建

一
す
。

注

意

に
よ
る
火
災
が
大
半
を
し
め
て
お

設
す
る
も
の

一

昨
年
中
、
本
市
で
起
っ
た
火
災
は
こ
り
ま
す
。

・
転
売
や
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で

一
十
九
件
で
、
損
害
額
は
や
く
二
千
四
百
乙
の
意
味
か
ら
も
3
月
お
日
か
ら
4

き

な

い

万

円

に

も

の
ぼ
り
、
火
事
が

一

つ

あ

る

月

7
日
ま
で
の
二
週
間
、
県
下
い

っ
せ

っ
て
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
登
校
す

る
道
順
を
よ
く
検
訂
さ
れ
て
、
な
る
べ

く
交
通
量
の
少
な
い
道
路
を
選
び
、
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、

自
分
の
子
が
道
路
を
歩
い
て
い
る
の
だ

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
、
十
分

注
意
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

地六

内郎

の丸

分購

入

んさを V 
でい期分 4受
決。閲譲月付
め申内を 10期
る込に希日聞
こ者建望 i
とが 設さ 4
に多課れ同
ないへる 30
っと 提方日
てき出はま
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す抽く込
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月
に
い
ち
ど
、
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
一
日
を
過
ご
そ
う
と
、
第

三
巴
眼
目
が

「
家
庭
の
日
」
に
き

め
ら
れ
ま
し
た
。

4
月
の

「
家
庭
の
日
」
は
、
口

日
で
す
が
、
次
心
よ
う
な
と
と
を

取
り
あ
げ
て
み
た
い
も
の
で
す
円

マ
話
し
あ
う

と
も
に
喜
び
励
ま
し
あ
っ
て
、

お
互
い
の
理
解
と
信
頼
を
深
め

る
た
め
に

・
一
日
の
で
き
ご

と

・
祖
先
の
苦
労

・
将
来
‘

の
希
望
な
ど
を
話
し
あ
う
。

4月17日は家庭のn職

業

安

定

所

庁

舎

瞥
察
署
跡
に
で
き
る

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
庁
舎
は
、
昨

年
9
月
か
ら
大
町
魚
津
欝
察
署
跡
に
新

築
工
事
を
い
そ
い
で
い
ま
し
た
が
、
や

く
千
六
百
万
円
の
工
費
で
、
と
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

一
部
二
階
建
て
、
の
べ
五
百
二
十
平
方

メ
l
ト
戸
、

一
階
に
は
職
業
紹
介
課
、

調
査
給
付
課
、

事
業
所
課
、
求
職
相
談

室
、
二
階
に
は
選
考
室
、
会
議
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

(写

真

り

っ
ぱ
に
完
成
し
た
庁
舎
)

譲

宅

地

希

望

者

を

募

集

マ
楽
し
み
あ
う

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
家
族

の
融
和
を
は
か
る
た
め
に
・
夕

食
を
楽
し
む

・
歌
や
ゲ
l
ム

.
屋
外
に
で
て
自
然
に
親
し

む
、
な
ど
し
て
楽
し
み
あ
う
よ

う
に
す
る
。

マ
力
を
出
し
合
う

勤
労
を
尊
ぶ
気
風
を
養
う
た
め

に
、
・

花
だ
ん
つ
く
り

・
目

。
腿
-大
工

・
家
低
内
外
の
仕
事

な
ど
家
族
全
員
が
力
を
出
し
あ

っ
て
行
な
う
。

F

第
八
四
日
展

日

展

富

山

展

、

ー

‘

富
山
展
は
、

5
月
お
日
か
ら

3
9
3
n

戸

b
E
L
q
L
じ
L

J
ん

ら
6
月
お
日
ま
で
富
山
県
民
会
館
で
ひ

ら
か
れ
ま
す
。
乙
の
展
覧
会
に
は
、
ゃ

く
五
百
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る

'ζ
士

に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
売
券
も
発
売
き

れ
て
い
ま
す
。

用

'L' 

人
権
擁
護
委
員
に

高

橋

ん

さ

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
思
想
の
啓

も
う
、
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
、
貧
困

者
に
対
す
る
法
律
扶
助
、
人
権
擁
護
運

動
の
助
成
な
ど
の
仕
事
に
あ
た
ら
れ
、

人
権
を
守
り
あ
っ
て
行
く
た
め
に
働
い

て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
高
橋
基
さ
ん
(
友
道
)
が

新
た
に
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
ほ
か
の
委
員
に
は
、
勝
井
秀
信

さ
ん
(
真
成
寺
町
)
朝
野
朔
郎
さ
ん

(

浜
経
回
)
木
下
圧
作
さ
ん
(
文
他
町
)

河
崎
直
義
さ
ん
(
金
山
谷
)
が
な

っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

水
族
館
、
埋
没
林
館

4
月

1
日
か
ら
開
館

水
族
館
で
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
む

か
え
、

館
内
外
の
整
備
を
い
そ
い
で
い

ま
し
た
が
、
装
い
を
新
た
に
4
月
1
日

か
ら
開
館
い
た
し
ま
す
。

こ
と
し
は
、
新
し
く
冷
却
水
槽
を
備

え
ま
し
た
の
で
、
ほ
た
る
い
か
、
べ
に

ず
わ
い
が
に
、
寒
流
系
の
た
ら
、
人
工

ふ
化
し
た
さ
け
な
ど
の
展
示
飼
育
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
昨
年
好
評
を
え
た
熱
帯

性
海
水
魚
や
、
淡
水
性
熱
帯
魚
、
亀
な

ど
も
数
多
く
取
り
そ
ろ
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
ま
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
埋
没
林
館
で
も
、
館
内
の
資
料

を
整
備
し
、
新
し
い
貝
類
や
化
石
を
展

示
す
る
な
ど
し
て

4
月
1
日
か
ら
日
月

四
日
ま
で
開
館
し
ま
す
。

い
に
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
平

素
以
上
に
火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ

R
J
o
 消

防
本
部
で
は
、
運
動
期
間
中
、
消

防
署
員
や
団
員
が
家
庭
の
火
の
も
と
検

査
や
、
防
火
推
進
モ
デ
ル
'
地
区
の
防
火

診
断
、
学
校
、
病
院
の
避
難
訓
練
、
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
'、
消
火
栓
の
点
検
、
水

利
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、

1
日
か
ら

7
日
ま
で
は
、
午

前

7
時
と
午
後
9
時
の
二
回
、
サ
イ
レ

ン
、
警
鐘
を
な
ら
す
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。


